
受賞おめでとうございます受賞おめでとうございます
令和 5 年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式令和 5 年度八街市・八街市教育委員会定例表彰式

　２月 4 日㈰、中央公民館で市政の発展に尽力された方々をたたえる令和 5 年度八街市・八
街市教育委員会定例表彰式が行われ、今年度は功績が顕著な 41 人と 9 団体に、市または教育
委員会から表彰状と記念品が贈られました。

八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

　

野
球
専
門
部
選
抜
チ
ー
ム

千
葉
黎
明
高
等
学
校

　

体
育
会
ゴ
ル
フ
部
男
子

関
口　

滉
都
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

實
川　

巧
起
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

藤
澤　

心
優
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

教
育
委
員
会
表
彰
受
賞
者

文
化
功
労

千
葉
黎
明
高
等
学
校

　

吹
奏
楽
部

ス
ポ
ー
ツ
功
労

池
上　

陽
太
（
一
区
）

川
原　

裕
子
（
佐
倉
市
）

石
倉　

幸
奈
（
富
山
区
）

井
上　

優
莉
愛
（
文
違
区
）

渡
邉　

海
晴
（
文
違
区
）

永
野　

美
優
（
二
区
）

井
上　

慶
覇
（
文
違
区
）

八
街
中
学
校

　

男
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

斉
藤　

美
優
（
二
区
）

鈴
木　

萌
々
花
（
五
区
）

八
街
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会

　

排
球
専
門
部

櫻
井　

翔
一
朗
（
文
違
区
）

八
街
中
学
校
柔
道
部
女
子　

小
林　

奈
結
（
一
区
）

山
﨑　

や
ち
る
（
一
区
）

栗
原　

寧
彩
（
夕
日
丘
区
）

江
口　

桜
空
（
四
区
）

海
保　

汐
里
（
東
吉
田
区
）

加
納　

珠
梛
（
西
林
区
）　

吉
野　

拓
海
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

平
山　

奈
那
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

澤
田　

竜
成
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

鶴
瀬　

颯
彩
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

鈴
木　

愛
彩
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

中
山　

大
生
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

川
口　

史 　
（
千
葉
黎
明
高
等
学
校
）

千
葉
黎
明
高
等
学
校

　

体
育
会
ゴ
ル
フ
部
女
子

千
葉
黎
明
高
等
学
校

　

ア
ー
チ
ェ
リ
ー
部
男
子
団
体

※
行
政
区
な
ど
は
、
本
人

の
希
望
に
よ
り
掲
載
し
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

市
表
彰
受
賞
者

農
業
委
員
会
委
員
功
労

山
本　

重
文
（
上
砂
区
）　

図
書
館
協
議
会
委
員
功
労

白
鳥　

あ
い
（
三
区
）

八
街
市
区
長
功
労

天
野　

正
延
（
二
区
）

宮
永　

英
紀

文
化
功
労

須
藤　

芹
梨
（
一
区
）

千
葉
黎
明
高
等
学
校
工
学
部

ス
ポ
ー
ツ
功
労

〈
国
際
大
会
出
場
・
入
賞
〉

里
見　

紗
李
奈
（
沖
区
）

植
草　

歩

根
本　

健
太
（
茨
城
県
龍
ケ
崎
市
）

山
下　

笑
伶
奈
（
一
区
）

〈
全
国
大
会
入
賞
〉

岸
田　

悠
弥
（
榎
戸
区
）

　

宮　

悠
誠
（
五
区
）

熊
谷　

颯
介
（
富
山
区
）

林　

源
太
（
四
区
）

野
村　

莉
子
（
五
区
）

東　

侑
寿
（
四
区
）　

市 表 彰市 表 彰

教育委員会教育委員会
表彰表彰

　

八
街
駅
か
ら
成
東
駅
を
結
ぶ
路

線
バ
ス
「
八
街
線
」
の
沿
線
に
あ

る
妙
宣
寺
（
山
武
市
）
は
、
左
右

一
対
の
枝
垂
桜
が
境
内
を
覆
う
よ

う
に
咲
き
誇
る
こ
と
で
有
名
な
お

寺
で
す
。

　

桜
の
見
頃
の
時
期
は
、
駐
車
場

が
満
車
に
な
る
く
ら
い
の
花
見
客

バ
ス
に
乗
っ
て
お
花
見
に
行
き
ま
せ
ん
か

バ
ス
に
乗
っ
て
お
花
見
に
行
き
ま
せ
ん
か

が
訪
れ
ま
す
。
八
街
線
の
「
妙
宣

寺
バ
ス
停
」
を
降
り
る
と
、
す
ぐ

目
の
前
で
す
。

　

ま
た
、
そ
こ
か
ら
歩
い
て
５
分

ほ
ど
の
距
離
に
あ
る
長
光
寺
（
山

武
市
）
も
、
杉
の
参
道
を
抜
け
る

と
立
派
な
枝
垂
桜
が
た
た
ず
む
お

寺
で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
バ
ス
に
乗

っ
て
お
花
見
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
企
画
政
策
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
４

妙宣寺の枝垂桜

問

　
「
カ
タ
ク
リ
」
が
見
頃
を
迎
え
ま
す

　
「
カ
タ
ク
リ
」
が
見
頃
を
迎
え
ま
す

　

毎
年
、
市
指
定
文
化
財
「
カ
タ

ク
リ
群
生
地
」（
砂
区
）
で
は
、

桜
の
開
花
を
迎
え
る
こ
ろ
、
満
開

の
カ
タ
ク
リ
を
み
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
里
山
で
、
春
の
訪
れ
を
感

じ
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

文
化
財
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
、
温
か
い
飲
み
物
を
用
意
し

て
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

時
３
月
21
日
㈭
～
22
日
㈮

　

午
後
１
時
～
３
時

カタクリ群生地
案内図

市指定文化財
カタクリ群生地

コミュニティセンター
いさご会館
コミュニティセンター
いさご会館

八街南中学校

佐倉警察署
吉倉交番
佐倉警察署
吉倉交番

川上小学校

主要地方道
千葉・川上・八街線
主要地方道
千葉・川上・八街線

いさご
バス停

案
内
看
板

案
内
看
板

案
内
看
板

案
内
看
板

※
雨
天
中
止

場
日
枝
神
社
境
内
（
砂
６
７
６
）

問
社
会
教
育
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
６
４

時

場問

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５

桜の花もまさに開こうとする季節、カタクリの花も可憐に咲きます。ぜひ、１度行ってみてはいかがですか。
カタクリの花
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「プラスチック製容器包装」のごみ袋
には入れずに正しく分別しましょう

　

電
子
図
書
館
は
、
パ
ソ
コ
ン
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
か
ら
、
い

つ
で
も
、
ど
こ
で
も
電
子
図
書
が

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
、
文
字

の
拡
大
や
音
声
読
み
上
げ
な
ど
の

便
利
な
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

　

図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
電

子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
」
の
バ
ナ
ー

か
ら
サ
イ
ト
に
移
動
し
ま
す
。

利
用
で
き
る
方

　

紫
色
の
図
書
利
用
券
を
お
持
ち

　

で
、
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

　

の
方

利
用
者
Ｉ
Ｄ

　

図
書
利
用
券
の
７
桁
の
数
字

初
期
パ
ス
ワ
ー
ド

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

電
子
図
書
館
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

西
暦
の
生
年
月
日
８
桁
の
数
字

※
初
回
ロ
グ
イ
ン
時
に
、
初
期
パ

ス
ワ
ー
ド
は
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
で

変
更
し
て
く
だ
さ
い
。

貸
出
冊
数　

３
点
ま
で

貸
出
期
間　

２
週
間

※
期
間
を
過
ぎ
る
と
自
動
的
に
返

却
さ
れ
ま
す
。

予
約
冊
数　

３
点
ま
で

※
取
置
期
間
は
１
週
間
で
す
。

　

マ
イ
ペ
ー
ジ
で
の
確
認
が
必
要
。

　

電
子
図
書
の
利
用
は
無
料
で
す

が
、
通
信
料
は
利
用
者
負
担
と
な

り
ま
す
。

問
図
書
館

　

☎
４
４
４
‐
４
９
４
６

　

水
道
は
、
毎
日
の
暮
ら
し
に
欠

か
せ
な
い
も
の
で
す
。
新
た
に
水

道
を
使
用
す
る
と
き
、
水
道
の
使

用
を
や
め
る
と
き
な
ど
は
、
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

○
水
道
の
使
用
開
始

 

・
引
っ
越
し
を
し
て
き
た
と
き

 

・
家
を
新
築
し
た
と
き

 

・
ア
パ
ー
ト
な
ど
新
た
に
入
居
し　
　

　

た
と
き

○
水
道
の
中
止

 

・
引
っ
越
し
を
し
て
い
く
と
き
（
水 

　

道
料
金
の
精
算
を
忘
れ
ず
に
）

 

・
長
い
間
水
道
を
使
わ
な
い
と
き

　

水
道
の
使
用
開
始
・
中
止
は
イ

水
道
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

水
道
の
届
け
出
は
忘
れ
ず
に

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か
ら
申
し
込
み
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

水
道
の
使
用
開
始
な
ど
の
連
絡
先

　

ヴ
ェ
オ
リ
ア
・
ジ
ェ
ネ
ッ
ツ
㈱

　

八
街
営
業
所

　

☎
４
４
３
‐
５
５
９
５

○
所
有
者
の
名
義
変
更

 

・
相
続
や
売
買
な
ど
で
所
有
者
の

　

名
義
が
か
わ
る
と
き

所
有
者
名
義
変
更
の
連
絡
先

　

水
道
課

　

☎
４
４
３
‐
０
６
７
７

１年次学習プログラム（※は１・２年次合同）

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催

　

ス
マ
ホ
に
興
味
は
あ
る
け
ど
使

え
る
か
心
配
、
基
本
的
な
使
い
方

を
知
り
た
い
方
な
ど
を
対
象
に
、

ス
マ
ホ
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

　

１
人
に
１
台
ス
マ
ホ
を
貸
し
出

し
し
ま
す
。
費
用
は
無
料
で
す
。

ス
マ
ホ
入
門
編

時
４
月
２
日
㈫
・
５
月
14
日
㈫
・

　

６
月
11
日
㈫

各
日
午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

内
マ
ッ
プ
、
カ
メ
ラ
、
L
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど

ス
マ
ホ
の
基
本
編

時
４
月
23
日
㈫
・
5
月
28
日
㈫
・

　

６
月
25
日
㈫

各
日
午
後
１
時
40
分
～
３
時
40
分

内
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
閲
覧
方
法
、

　

ア
プ
リ
の
イ
ン
ス
ト
ー
ル
、
Ｑ

　

Ｒ
コ
ー
ド
の
読
み
取
り
方
な
ど

場
中
央
公
民
館

定
各
日
18
人
（
申
込
順
）

　

 

（
最
小
実
施
人
数
10
人
）

申
シ
ス
テ
ム
管
理
課
の
窓
口
、
電

　

話
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
い
ず
れ
か

　

で
申
し
込
み
。

問
シ
ス
テ
ム
管
理
課

　

☎
４
４
３
‐
１
１
１
８

場定申問

時

問

　

生
き
が
い
短
期
大
学
で
は
、
１

年
次
に
八
街
市
の
こ
と
を
主
に
学

習
し
、
２
年
次
に
は
、
少
し
専
門

的
な
福
祉
、
環
境
、
金
融
経
済
、

国
際
理
解
の
学
習
を
し
ま
す
。　

時
５
月
～
令
和
８
年
２
月

　
（
２
年
間
で
計
34
回
）

※
午
前
は
講
義
、
午
後
は
ク
ラ
ブ

　

活
動
と
な
り
ま
す
。

対
市
内
在
住
で
60
歳
以
上
の
方　

定
20
人

費
無
料

　
（
材
料
費
な
ど
自
己
負
担
あ
り
）

申
３
月
21
日
㈭
午
前
９
時

問
中
央
公
民
館

　

☎
４
４
３
‐
３
２
２
５

令
和
６
年
度
生
き
が
い
短
期
大
学

令
和
６
年
度
生
き
が
い
短
期
大
学　　

受
講
生
募
集

受
講
生
募
集

内

内 申

時

　

 

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

の
ご
み
袋
に
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン

電
池
製
品
や
ガ
ス
ラ
イ
タ
ー
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
な
い
も
の
が
多

く
混
入
し
て
お
り
、
作
業
員
が
け

が
を
し
た
り
、
ご
み
収
集
車
や
リ

サ
イ
ク
ル
工
場
が
火
災
に
な
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

こ
と
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
は
、

家
庭
ご
み
の
分
け
方
・
出
し
方
を

参
考
に
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器

包
装
」
の
ご
み
と
し
て
出
し
て
く

だ
さ
い
。

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製

　
　
　
　
　

容
器
包
装
の
出
し
方

　

プ
ラ
マ
ー
ク
表
示
が
あ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
容
器
・
包
装
で
、

汚
れ
が
つ
い
て
い
る
容
器
は
、
軽

く
洗
っ
た
り
、
ゆ
す
い
だ
り
し
て

 

「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
」

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
出
し
方
を
守
り
ま
し
ょ
う

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
容
器
包
装
の
出
し
方
を
守
り
ま
し
ょ
う

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
油
な
ど
が
こ
び
り
つ
い
て
と
れ

な
い
場
合
は
、「
も
や
せ
る
ご
み
」

で
出
し
て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　

問
ク
リ
ー
ン
推
進
課

　

☎
４
４
３
‐
６
９
３
７

問

問 対費

時

４月から地域包括支援センターの担当地域が変わります４月から地域包括支援センターの担当地域が変わります
　高齢者の総合相談窓口である地域包括支援センターの
担当地域が４月から変更になります。
　来所や電話などで、お気軽にご相談ください。

お住いの地域 ３月31日㈰まで
の担当

４月１日㈪から
の担当

八
街
北
中
学
校
区

八
街
中
学
校
区

一区、七区、朝日、富山、
大関、みどり台、文違、
住野、榎戸、泉台、
藤の台、喜望の杜、
八街・榎戸学園台

地域包括
支援センター
（市役所内）

北部地域包括
支援センター

（八街は３番地２３７）
☎４８８−６３９３

八
街
中
央
中
学
校
区

八
街
南
中
学
校
区

二区、三区、四区、五区、
六区、大東、真井原、
西林、夕日丘、四木、
滝台、山田台、沖、
大谷流、小谷流、根古谷、
岡田、用草、勢田、東吉田、
吉倉、砂、上砂、希望ヶ丘、
ガーデンタウン、
ライオンズガーデン

南部地域包括
支援センター
（南部老人
憩いの家内）

地域包括
支援センター
（市役所内）
☎４４３−１２０７

南部相談窓口
（南部老人憩いの家内）
電話番号は決定
次第お知らせします

回 日程 おもな学習内容

1 ５月８日㈬ ※入学式
　記念講演（生き生きシルバーライフ①）

2 ５月22日㈬ 健康の維持と増進
3 ６月５日㈬ 八街市の昔、勾玉づくり
4 ６月19日㈬ 八街市の落花生工場（見学）
5 ７月３日㈬ ライフプランを考える
6 ７月17日㈬ 八街市の行政
7 ９月４日㈬ 給食センター・落花生試験地（見学）
8 ９月18日㈬ 家の周りの野草（散策）
9 10月２日㈬ ※みんなで健康づくり
10 10月16日㈬ 八街市の文化財めぐり（見学）
11 11月６日㈬ ※県内の名所や自然等（見学）
12 11月20日㈬ ※高齢者と法律
13 11月27日㈬ ボランティア活動の内容とその実際
14 12月18日㈬ 八街市の生んだ偉人
15 １月８日㈬ 八街市の無形文化財
16 １月22日㈬ 教育現場の課題とその対策
17 ２月19日㈬ ※修了式への参列　合同懇親会

市ＨＰ

公式LINE

電子図書館

令和 ６ 年 3 月 15 日 ２市外局番（０４３） 広報広報ややちちままたた ２

問
い
合
わ
せ

問

日
時

時

会
場

場

内
容

内

対
象

対

定
員

定

費
用

費

申
し
込
み

申

締
め
切
り

〆

記
号
の
見
方

持
ち
物

持

４
４
４
‐
０
８
１
５

定



催
し
・
講
座

み 

ん 

な 

の 

広 

場

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

伝
　
言
　
板

伝
　
言
　
板

会 

員 

募 

集

や
ち
ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
催

時
３
月
23
日
㈯

　

午
前
10
時
～
午
後
１
時

場
八
街
駅
南
口
す
ず
ら
ん
通
り

　

 

（
ア
ー
ケ
ー
ド
）　
　
　

内
地
元
業
者
の
お
い
し
い
食
料
品

　

な
ど
を
販
売

問
や
ち
ま
た
マ
ー
ケ
ッ
ト

　

 

（
商
工
会
議
所
）

　

☎
４
４
３
‐
３
０
２
１

ピ
ラ
テ
ィ
ス

時
毎
週
水
曜
日
（
月
４
回
）

　

午
後
８
時
～
９
時

場
富
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

内
フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス

対
女
性

費
月　

４
０
０
０
円

問
藤
崎　

み
ど
り

　

☎
０
８
０
‐
８
９
０
０
‐
７
０
１
８

場費問 対八
街
弓
友
会

時
毎
週
木
曜
日

　
　

午
前
10
時
～
正
午

　

毎
週
土
曜
日

　
　

午
後
１
時
30
分
～
４
時
30
分

場
ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

内
弓
道

費
年　

６
０
０
０
円

問
中
村　

進

　

☎
０
９
０
‐
５
４
０
０
‐
２
６
３
２

八
街
ア
イ
デ
ア
ク
ラ
ブ

時
第
１
日
曜
日

　
　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

場
中
央
公
民
館

内
発
明
・
ア
イ
デ
ア
の
発
表

対
市
内
在
住
の
方

費
年　

３
０
０
０
円

問
山
内　

和
夫

　

☎
０
８
０
‐
２
３
９
１
‐
５
３
１
９

対フ
ラ
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル

時
第
１
・
第
２
・
第
３
水
曜
日

　

午
後
４
時
30
分
～
６
時

場
文
違
区
四
番
組
集
会
所

内
フ
ラ
ダ
ン
ス
の
練
習

費
月　

４
５
０
０
円

問
に
し
か
わ

　

☎
０
８
０
‐
６
６
８
５
‐
６
０
６
０

費 場 時内問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
八
街
さ
く
ら
の
会

第
７
回
お
花
見
の
会

時
４
月
６
日
㈯　

午
前
10
時
～

場
す
ぐ
る
の
広
場
（
朝
日
２
１
３
）

内
音
楽
演
奏
、
焼
き
そ
ば
、
甘
酒

　

焼
き
芋
な
ど
の
出
店
も
予
定

後
援　

八
街
市

問
平
山　

直
子

　

 

☎
０
９
０
‐
１
４
３
８
‐
７
６
２
０

八
心
会
（
は
っ
し
ん
か
い
）

八
街
中
央
中
学
校

時
毎
週
日
曜
日

　

午
後
５
時
～
7
時

ス
ポ
ー
ツ
プ
ラ
ザ

時
毎
週
金
曜
日

　

午
後
６
時
～
８
時

内
空
手
道

費
月　

２
０
０
０
円

問
三
須　

勝

　

☎
０
９
０
‐
１
８
４
２
‐
２
３
５
４

時内問

令
和
６
年
度
国
民
年
金
保
険
料

　
　
　
　

学
生
納
付
特
例
の
申
請

　

国
民
年
金
保
険
料
学
生
納
付
特

例
制
度
に
よ
り
、
令
和
５
年
度
に

保
険
料
納
付
を
猶
予
さ
れ
て
お
り
、

令
和
６
年
度
も
引
き
続
き
在
学
予

定
の
方
に
対
し
て
、
４
月
初
旬
に

基
礎
年
金
番
号
な
ど
が
印
字
さ
れ

た
は
が
き
形
式
の
学
生
納
付
特
例

申
請
書
を
送
付
し
ま
す
。

　

こ
の
は
が
き
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
返
送
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
令
和
６
年
度
の
申
請
が
で
き

ま
す
。
学
生
証
の
コ
ピ
ー
な
ど
の

添
付
は
不
要
で
す
。

※
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
を
開
設
し
、

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
と
連
携
済

の
方
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
申

請
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

問
幕
張
年
金
事
務
所

　

☎
２
１
２
‐
８
６
２
１

電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（こども加算）のご案内電力・ガス・食料品等価格高騰重点支援給付金（こども加算）のご案内
　物価高騰が低所得子育て世帯に対して、特に深
刻な影響を与えていることを踏まえ、電力・ガス・
食料品等価格高騰重点支援給付金（こども加算）
を支給します。
支給金
　対象児童一人あたり５万円
※「対象児童」とは、基準日（令和５年12月 1 日）
時点において、支給対象者と同一の世帯である平
成17 年4 月２日以降に出生した児童（18 歳に逹
する日以降最初の 3 月31日までの子ども）をいいます。
※児童養護施設などに入所している児童は、対象
児童に含まれません。
支給対象者
　次のすべてに該当する世帯のうち、対象児童と同
一の世帯の世帯主に支給します。
①基準日時点で、八街市に住民登録がある世帯
②「非課税世帯」または「均等割のみ課税世帯」
※「非課税世帯」とは、世帯全員の令和５年度分
の住民税均等割が非課税である世帯をいいます。
※「均等割のみ課税世帯」とは、世帯全員の令和
５年度分の住民税所得割が課せられていない世帯
であって、少なくとも一人が令和５年度分の住民
税均等割を課される方がいる世帯をいいます。
次に該当する世帯は対象外となります
 ・世帯全員が、住民税が課税されている他の親族
　などの扶養を受けている世帯
 ・租税条約による住民税の免除を届け出ている方
　がいる世帯
支給手続き
手続きが不要な世帯（「お知らせ」の内容に相違
がない世帯）

　「非課税世帯」への追加給付金（７万円）また
は「均等割のみ課税世帯」への給付金（10 万円）
を受給した世帯には、３月中旬から市が順次お知
らせを発送し、支給をします。
申請が必要な世帯
　「非課税世帯」への追加給付金（７万円）また
は「均等割のみ課税世帯」への給付金（10万円）
を受給していない世帯や、住民票が別になってい
る児童を扶養する世帯などは、申請が必要です。
　対象となる世帯の世帯主の方は、申請書に必要
事項を記入して、社会福祉課に郵送または窓口に
提出してください。
※申請書は、市ホームページからダウンロード、
または、社会福祉課で配付しています。
申請書の提出期限　
　 ４月30日㈫　必着
支給日
　「お知らせ」が届いた世帯は、４月中旬から順
次、支給をします。申請書による申請の場合は、
市が受理した日から約３～４週間後に支給します。
 （申請書に不備があった場合は、給付に時間がか
かります）
※本給付金は、差押禁止・非課税の対象です。
送付先
〒２８９－１１９２
　八街市八街ほ35番地29
　社会福祉課
八街市コールセンター
　☎０１２０－５４７－２９３
　　午前９時～午後５時
　　 （土曜・日曜、祝日を除く）

問

時場内問時内

時

３ 令和 ６ 年 3 月 15 日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報広報ややちちままたた
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安
全
・
安
心
な
市
民
生
活
を
応
援

迷
っ
た
と
き
は
、
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
気
軽
に
ご
相
談
を

八
街
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

No.No.129129

ト
イ
レ
修
理
な
ど
で
高
額
請
求
さ
れ
た
！

ト
イ
レ
修
理
な
ど
で
高
額
請
求
さ
れ
た
！

　
　

～
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
？

　
　

～
ト
ラ
ブ
ル
に
な
ら
な
い
た
め
に
は
？

★
相
談
事
例
１

　

自
宅
の
ト
イ
レ
が
詰
ま
り
、
広

告
の
料
金
表
示
に「
数
百
円
か
ら
」

と
記
載
が
あ
る
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
た
。
1
つ
の
修
理
方
法
を

試
し
て
も
直
ら
ず
、「
他
の
作
業

も
必
要
」
と
次
々
に
提
案
さ
れ
、

最
終
的
に
50
万
円
を
超
え
る
請
求

を
受
け
た
。
高
額
で
納
得
で
き
な

い
。

★
相
談
事
例
２

　

水
漏
れ
修
理
で
事
前
に
３
万
円

は
超
え
な
い
と
い
う
の
で
依
頼
し

た
の
に
15
万
円
請
求
さ
れ
、
水
漏

れ
も
直
っ
て
い
な
か
っ
た
。

★
相
談
事
例
３

　

解
錠
で
高
額
請
求
さ
れ
「
個
人

情
報
を
知
っ
て
い
る
」
と
脅
さ
れ

て
、
そ
の
場
で
支
払
っ
て
し
ま
っ

た
。

 

〈
相
談
員
の
ア
ド
バ
イ
ス
〉

広
告
の
料
金
表
示
に

　
　
　
　
　
　
注
意
し
ま
し
ょ
う

　

不
具
合
の
発
生
原
因
や
修
理
の

た
め
に
必
要
な
作
業
は
一
様
で
は

な
く
、
現
場
の
状
況
次
第
で
は
必

ず
し
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
広

告
に
記
載
さ
れ
た
料
金
で
依
頼
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。「
○
○
円

～
」
な
ど
の
金
額
表
示
は
、
う
の

み
に
し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

修
理
な
ど
を
依
頼
す
る
前
に
　

　
　
確
認
・
準
備
す
る
こ
と
は
？

　

実
際
に
水
漏
れ
な
ど
の
ト
ラ
ブ

ル
が
起
こ
っ
た
と
き
を
想
定
し
、

地
元
の
工
務
店
や
自
治
体
の
管
工

事
組
合
な
ど
信
頼
の
お
け
る
事
業
者

を
事
前
に
調
べ
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
八
街
市

指
定
工
事
事
業
者
一
覧
」
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。　

作
業
に
来
て
も
ら
っ
た
と
き

　
　
　
　
　
　
気
を
付
け
る
こ
と

　

現
場
の
状
況
を
み
て
「
こ
こ
で

詰
ま
り
を
修
理
し
な
け
れ
ば
大
変

な
こ
と
に
な
る
」「
よ
り
高
額
な

工
事
が
必
要
に
な
る
」
と
不
安
を

あ
お
っ
た
り
、
契
約
を
急
か
し
た

り
す
る
事
例
も
み
ら
れ
ま
す
。

　

修
理
な
ど
に
関
す
る
専
門
的
な

技
術
や
知
識
が
な
い
消
費
者
が
、

突
然
提
案
さ
れ
た
作
業
の
料
金
、

内
容
の
妥
当
性
を
判
断
す
る
こ
と

は
難
し
い
の
で
、
無
理
に
そ
の
場

で
判
断
し
よ
う
と
せ
ず
、
当
初
想

定
し
て
い
た
料
金
と
か
け
離
れ
た

作
業
を
提
案
さ
れ
る
な
ど
、
少
し

で
も
不
安
を
感
じ
た
と
き
は
作
業

を
断
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

作
業
後
に
高
額
な
料
金
を

　
　
　
　
請
求
さ
れ
た
場
合
は
？

　

作
業
当
日
に
高
額
請
求
さ
れ
た

場
合
は
、
納
得
で
き
る
金
額
で
支

払
う
意
思
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
場

で
は
支
払
わ
な
い
と
き
っ
ぱ
り
断

り
ま
し
ょ
う
。
も
し
支
払
い
を
断

っ
た
後
の
事
業
者
の
態
度
に
身
の

危
険
を
感
じ
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、

警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う
。

　

料
金
を
支
払
っ
て
し
ま
っ
た
後

で
も
、
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
特

定
商
取
引
法
の
訪
問
販
売
に
よ
る

ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
適
用

で
き
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

・
見
積
も
り
の
た
め
に
呼
ん
だ
事

　

業
者
と
そ
の
場
で
契
約
し
た

・
広
告
な
ど
の
表
示
額
と
実
際
の

　

請
求
額
が
大
き
く
異
な
る

　

事
業
者
と
ト
ラ
ブ
ル
に
な
っ
た

場
合
は
、
受
け
取
っ
た
書
面
や
契

約
の
経
緯
な
ど
を
整
理
し
て
、
消

費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

　

お
困
り
の
際
は
、
消
費
生
活
セ

ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
願
い

　

相
談
室
内
で
は
、
引
き
続
き
マ

ス
ク
の
着
用
に
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
４
３
‐
９
２
９
９

　

月
曜
～
金
曜
日
（
祝
日
を
除
く
）

　

午
前
９
時
～
正
午
・

　

午
後
１
時
～
４
時

問
商
工
観
光
課

　

☎
４
４
３
‐
１
４
０
５   

ま ち の わ だ いま ち の わ だ い
少年少女のつどい大会を開催少年少女のつどい大会を開催

　２月17日㈯、中央公民館で第
47回八街市社会教育振興大会を
開催しました。
　社会教育功労者の表彰や市内
小中学生による作文発表、落語
家の林家 木久蔵氏をお招きし
た記念講演が開催され、会場に
は約３００人の方が来場し、盛会
のうちに終了しました。

　教育委員会および青少年相談員
連絡協議会の主催で、２月３日㈯、
スポーツプラザを会場として少年
少女のつどい大会を開催しました。
　市内の小学生46人が参加し、ユ
ニカール（ユニバーサル・カーリ
ング）大会を行い、親睦を深めま
した。参加した児童は、技術と作
戦を駆使して競い合い、大いに盛
り上がりました。
　入賞チームに賞状やメダル、副
賞が授与されたほか、各レーンの
ＭＶＰに会長・副会長賞、参加者
全員に参加賞が贈られました。
　また、１月１日に石川県で発生
した「能登半島地震」に対する募
金活動が行われ、総額１７，６９０円
もの義援金が集まりました。これ
らの義援金は日本赤十字社を通じ
て被災地に届けられます。

八街市社会教育振興大会を開催八街市社会教育振興大会を開催濰濰
いい

坊坊
ぼうぼう

市の子どもたちと国際交流市の子どもたちと国際交流
　１月29日㈪に本市と文化交流
に関する覚書を締結している中
華人民共和国山東省濰坊市の子
どもたち34人が実住小学校を訪
れ、折り紙や凧作りを行ったほ
か給食を一緒に食べるなどして
交流を深めました。また、交流
にかかる一部経費は、八街日中
友好協会に負担していただきま
した。

令和 ６ 年 3 月 15 日 ホームページアドレス　https://www.city.yachimata.lg.jp/広報広報ややちちままたた４
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